













































遺跡 とされるなど、学術・社会的な関心が高まりつつある。一方、水中文化遺産は陸上の文化遺産とは立地 異な 、水中あるいは海底にあるがゆえにそ
の姿を一般に ることは難しく、全体像を捉えることも容易ではない。このため、 中文化 産は歴史的に価値があった しても、単純にその分布範囲を囲い込み 立ち入 を制限すれば良いう発想は現実的ではなく、また保護という観点からも効果は期待できない。そこで水中文化遺産の場合、海 生業とす 様々な関係者と文化財 護や を担う行政や研究者などが相互に協力し、水中文化遺産を海洋資源の つとし 観光などに活用していくことが、もっ も経済的かつ安定 た保護の状態を生み出すと思われる。
このような理解に基づいた動きは、ユネスコの水中文化遺産保護条約 も代表されるように、


































































梶島の東方の暗礁ではかつて、 「漁網 石仏が掛かった」という話がある。この石像もまた、 「宝
















































うまでもない。特に石垣は、その上に天守が建設さ るため、基礎 しても重要であり、石垣造りが築城の要でもあった。戦国末期に築城・普請の名手として名をはせた加藤清正や前田利家、藤堂高虎らは、この石垣造りが何より巧かったとも言われる。このうち加藤が手掛けた城の代表格として 熊本城 江戸城、 して名古屋城がある。中でも天下人となった徳川家康が、江戸城とともに大規模な築 を命じ のが 名古屋城である。
その名古屋城の築城において天守台の石垣普請を担当したのは、加藤清正だった。記録によれ
ば 垣造りは丁場割といって、加藤を始め多くの西国大名に割り当てら た。その割り当てに関する詳細については、宮内庁書陵部所蔵 「名古屋城町場請取絵図」 確認でき、名古屋城総合事務所には写本が保管されている（髙田・加藤
 二〇一三） 。
築城計画は綿密に組まれ、それぞれの大名は刻印といって自分のマークをあらかじめ石垣用材

























き分け登っていき、突如としてこれらの矢穴石が現れた時の感動は忘れられない。八貫山は陸域にあるため、海の文化遺産と 言い切れ が、四〇〇年以上前に築城された名古屋城と幡豆が、海を介して結ば ていた歴史を今に残す重要 文化遺産であることは明らかであろう。
図 2　八貫山・田尻海岸・崎山海岸の矢穴石分布図































































































































島でも、 二〇〇〇年に髙田氏福田氏、山本氏、石川氏らによる分布調査が行われ、東側の海岸で一三個、北東に岬状に突き出たところ 一三個、沖嶋社にあが 北側階段下の沿岸で三個 計二九個の矢穴石が確認された
（図
5）。この













（『幡豆町史　資料編 1』、pp405; 図 3（下）より作成）
図 6　西丸山海岸の矢穴石分布図










が使用されることもあるが、同時期に同じ丁場で採石することはない。した って、前島は福島による 丁場であった可能性がより高い。このほか 沖島で発見された「二」の刻印文は毛利秀就、 かつて寺部海岸で発見された「丸に上」文が豊前の細川忠興、崎山海岸で発見され と伝えられる「丸に永」文は筑後の田中忠政に属するものとされており、彼らの石丁場も幡豆地区にあった可能性が高い。
幡豆の海辺や山中に残された矢穴石は、一見















幡豆を含め、三河湾沿岸部で発見されている矢穴石は名古屋城築城時か、その後の宝暦大修理用に搬出されようとした石垣用材の残石である可能性が高い。また吉田 （豊橋市）の改修の際に用いられたとも考えられ い 。
こうした残石に記された刻印は、石の切り出しを担当した大名の符丁であり、担当大名を特定












衛門」なる人物がこの位牌の人物とし 注目さ ることも確認さ た。そ 位牌は総高六一センチメートルほどで、法名や没年月日は通常 陰刻だっ が、裏面の没年月日の右側に やはり線刻で「西山極」とあ 。ただし、こ 文意についてはまだよくわか ていない。
沖島には毛利に属する刻印があるが、毛利の家臣を調べていく 「粟屋次郎右衛門孝春」なる









を積み出したと推測される 江戸城築城の際には約三〇〇〇艘の石船が建造さ 、主な採石地であった伊豆半島と江戸との間を行き来したという伝承も残っている。しかし、運搬に用いられた石船や筏 詳細 に関して記された当時 記録はほ んど されておらず、 船体遺構も確認されて ない。
このよう 幡豆やほかの採石地 も 採石 関して残された文字史料はほとんどないのが一般







の矢穴石分布図を利用、 あるいは発展的に編集した分布図をいくつか紹介した。矢穴石のように、世界遺産とまではいかない身近な地域の文化遺産も、 丹念に探っていくと多くの謎やミステリー、歴史ロマンに満ち溢れており、重要で貴重な である。そしてこうした身近な文化遺産をどのように保護していくか 考える時、まず大事なのはできるだけ多くの人々が、これらの文化遺産に興味を持ち、実際に訪ねてみたり、調べてみたりすることである。
幡豆地区の場合、歴史民俗資料館でさらなる情報を得ることもできるし、地域に残された伝承














ユネスコによる水中文化遺産 定義 したがっても、また日本の水中考古 や海洋考古学 理
解においても、潮間帯に位置する文化遺産は水中文化遺産として認識さ る。つまり、幡豆地区中心とした西尾市には、歴史的にも価値の高い が数多く分布している である。特に矢穴石 語る過去 歴史や海を介した人々の営みは、大きな魅力を持っている。そして丹念歩けば、さらなる発見 可能性もまだまだ残されて ることも大きな魅力だ。
水中文化遺産の中でも、主に潮間帯 位置する文化遺産は身近で行きやすく、そ アクセス性












が特徴として挙げられる。二○一一年の愛知県港湾統計によると、東幡豆港の貨物取扱総量二二八・九トン中、 実に二 六・二トンが石材の移出であり、 その割合は約九九パーセントにも上った。これは、東幡豆港の後背地が良質 石の産出地であることによるも である。東幡豆港にはこれらの石材を船積みするための専用ふ頭があるが、山中で切り出された石材はふ頭まで運搬されたのち、船積みされて目的地へと向かうのである。
貨物の取扱量や取扱い種類といった港勢は後背地の生産及び消費活動に大きく影響されること










化や入港船型の大型化等ニーズに合わせてどんどん姿を変えていくものである。また常に波浪や潮流にさらされる防波堤や導流堤、埋立て護岸等の施設は継続的に改修を重ねる必要がある。そのような中で幡豆石は、伊勢湾内及び三河湾内の大小多数の港湾の築港及び改修等に継続的に使用されてきた。特に昭和二八（一九五三）年の台風一三号、昭和三四（一九五九）年の伊勢湾台風の来襲に伴って壊滅的な被害を受けた伊勢湾内及び三河湾内の港湾の修復工事とそ 後 防災対策工事においては、東 港から移出された幡豆石は迅速かつ大量に供給されたこ により、大いに役立ったことが記録されている。また近年では名古屋港内及び近辺 埋立地の埋立てや防波堤の建設、中部国際空港の空港島の埋立て等にも使用されている。
このように石材の産出能力、良質な石材を必要とする消費地との関係等からみて東幡豆港の立















漁業の漁船のための港など大小数多くの港が存在し、 それらの築港工事が古くから行われてきた。波浪や潮流に常にさらされる特殊な環境の中、捨石や護岸には安定度の高い石が大量に必要とな。そこで、工事現場か 比較的至近に目的に適う良質の石が産出されるといったこと 、東幡豆港から三河湾内及び伊勢湾内への幡豆石の海上輸送が発展していった。重量物である幡豆石を、港湾工事等のため 一度に大量に運搬するためには たとえ近距離であろうとも船によ 海上輸送は最適な手段 あるといえる。
一般的に船舶による海上輸送と言えばある程度の距離が離れた状況を想像しがちであるが、大
型 内航船でもその大量輸送能力を発揮して同一湾内、同一港内及び隣接港間といった極近距離 輸送に従事することは多い。他港では、同一港内の製油所から発電所まで燃料油を総トン数三〇〇〇トンのタンカー 三時間に満たない航海で運ぶ例もある。
一方で 発の幡豆石の海上輸送は、伊勢 及び三河湾内に限らず、紀伊半島をまわっ



































































































































































このため、定期的な運航がなされると、その相手の土地の文化が流入して来たり、その土地との間で人 往来も活発化する。この幡豆においても船で荷物を運搬していた熊野地方から嫁い こられた方が複数おられるという しかし現在、すでに述べたように荷役の効率化によって短時間の停泊時間となり、専用船化が進んだことから、取扱い貨物量は増大したも のその往来が一方通行となったため、船舶を通じた貨物以外 り取りは見られなくなって まった。
レジャーを目的とした港の利用の変化
昭和三一（一九五六）年、 東幡豆港沖約六〇〇メートルに位置する前島と、 同じく一五〇〇メー
トルに位置する沖島は、それぞれ「うさぎ島」 、 「猿 島」として ウサギ、サルが放し飼いにされ観光地となった（
3章
1参照） 。それに伴い、東幡豆港からはこれらの島とを結ぶ観光船が発



















































た三河地震 関する調査記録によれば、 「形原地区から西方の海底が隆起。特に形原港では 高一・四メートルもせり上がり、水深の浅いところにつながれた漁船が、身動き取れなくなった。 」と記されている（中日新聞社会部





とは、よく知られている。世界遺産としても有名なフランス モンサンミッシェル トンボロ現象により現れる干潟 、一八七七年に対岸とを繋ぐ堤防道路が建設されたことで、波や流れ 変化が漂砂環境に影響を与え 陸地化が進行して まった。現在、かつて 状態を取り戻すため堤防道路は取り壊され、潮流に影響の少な 新たな橋 掛け替えられている。
トンボロ干潟の形成要因は様々であるが、トンボロ干潟が形成されるためには、島の形と陸か


























































対する積極性を、鉄道の敷設や埋め立て よる宅地と農地造成にも見ることができる 現在 蒲郡駅から吉良吉田駅までの風光明媚な沿岸を結んでいる名鉄蒲郡線であるが、その前身である三河鉄道の敷設許可が出たのは、 大正一二（一九二三）年のこ で 。この鉄道敷設に関しては、当時の村議会において寄付や用地買収への協力が決議されており、この時代に村を挙げ の積極的な地域振興が行われていたことがうかがえる。三河鉄道はその後、昭和一一（一九三六）年三河鳥羽駅―蒲 間が開通し、全通 た。また、山裾や丘陵が海岸線まで張り出している幡豆では宅地や農地が狭く、昭和五年から昭和一五年頃にかけて、港湾整備と もに地先の埋め立てが進められた。ただし、昭和八（一九三三）年に、一色と幡豆の漁民が、大規模な機船底曳網禁止に反対運動を行ったこと 幡豆町史に記録され おり、このこ からも漁業が重要な産業あったことがわかる。明確な資料 残っていないもの 、現在も豊富な水産資源 残っていることを鑑みれば、当時の埋め立ての漁業資源への影響については、かなり配慮がなされたものと考えることができる。
大規模な埋め立ては主に昭和五（一九三〇）年から一五（一九四〇）年の一〇年間に実施され














新愛知が報じている。しかし 地域 本格的な海水浴産業 展開されだしたのは、三河鉄道の開通と湾岸道路整備が済み、昭和一九年から引き続いて起きた地震による 底隆起でトンボロ干潟が顕著にみられるようになった頃だと思われる（
2章
2参照のこと） 。昭和一一年に開通し
ていた三河鉄道は、昭和二四年から東幡豆・宮崎 岸への海水浴客誘致宣伝ポスターを掲載し、東幡豆駅前に駐車場や無料休憩所を設置してい 。この地区が観光業とし 栄える素地は、やはり多様な沿岸環境とそこに生息する豊富な生物資源であったことは想像に難くない。それを裏
付けるように、昭和二七年には、愛知学芸大学が幡豆の幡青学院内に生物学研究所を設置し、教育研究活動の場として活用を行っていた。
昭和二六年には、前島まで架橋して道を作り、観光開発を促













には、 「幡豆町の自然」 （地質編と植物編）が発行される。昭和五五（一九八〇）年には、寺部海岸も海水浴場の指定を受けるが、その後海水浴や観光産業は衰退し、平成九（一九九七）年には、うさぎ島・猿が島への連絡船が閉鎖されている。なお、放し飼いにされていたウサギやサルは、動物園など 引き取られた。
東幡豆の海岸は、現在は海水浴場としては利用されていないが、潮干狩りなど観光産業は盛ん









































































































































カタクチイワシ、イワシ類・イカナゴの子どもである「しらす・小女子」を漁獲している。まき網漁では、マ カタクチイワシを漁獲する。刺網漁は、海底に網を壁のように設置し、網に絡まった魚を漁獲する方法である。網の種類と漁獲物は様々であり、最も構造が簡単な一枚網ではシロギスなど遊泳性のある魚種がかかり、網を絡めやすいように重ねた三枚網ではマゴチやカレイ類など底生で移動性の少ない もとることができ また、源式網では潮流に網 流してクルマエビ を漁獲している。一本の幹縄に沢山の針を仕掛けるはえ縄漁は 冬季にトラフグなどを対象として行われる。また、これら 漁船漁業と合わせて、小型定置網を営んでいる漁
写真 6　幡豆の底曳船（撮影：石川）
師も多く、三河の小型定置網は地先に竹で網を建て、魚が入り込んでくるのを待ち様々な魚を漁獲している。これら 漁業は、漁法によって三河湾内だけでなく、伊勢湾と遠州灘でも操業されており、三河湾内の浅場から遠州灘の深海まで多様な環境すべ の恵みを享受してい 。
これまで、三河湾を含む愛知県内の漁獲物調査は愛知県水産試験場によって継続的に行われて
きている。船越（二〇〇八）は、伊勢湾で操業された小型底曳網の漁獲統計を整理し、 業対象種の経年変化につい まとめ、海の生産構造や魚種組成が大規模に変化するレジームシフト（生態系の構造変化）現象を見つけ 卓越種の交代、漁獲物変遷 貧酸素水塊など海底環境との関係について考察している。冨山（一九九三）は、 研究 基礎資料とすべく、伊勢湾全域で小型底曳網による試験操業を行 、全入網生物の出現種リストを作成した。このときの記録では五七種の魚類が記録されている。また、冨山は、こ 入網生物 組成の違いから伊勢湾内を四つの海域に区分すべきと主張し 矢澤・小 （一九九七）は、三河湾内の幡豆町 田原町の地先に設置された角建網（小型定置網）で試験操業を行い 一九六五年から一九九五年 漁獲物から出現種リストを作成した。このとき は一七五種の魚類が報告されている。 、定置網の設置された場所間での出現種の差異と主要優占魚介類が長期的に 変わってき いるこ を報告している。
愛知県近海の魚類相に関しては、小林（一九五六） 、中島（一九七五、 二〇〇三、 二〇〇七）な
どが精力的に報告している。小林（一九五六）は、 「渥美湾の魚類」と題して 底曳網の漁獲物を調査し、渥美湾内の藻場で採集 ヒイラギ、深海性のザラガレイなど、渥美湾内外から
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第 1部　海と人の関わり3　漁業と水産資源















No. 科 種（標準和名） No. 科 種（標準和名）
1 ウチワザメ科 ウチワザメ★ 42 キホウボウ科 キホウボウ
2 シビレエイ科 シビレエイ 43 ハリゴチ科 ナツハリゴチ★
3 ヒラタエイ科 ヒラタエイ 44 ソコハリゴチ
4 アカエイ科 アカエイ 45 コチ科 メゴチ
5 ウミヘビ科 ヒレアナゴ 46 オニゴチ
6 アナゴ科 マアナゴ 47 セミホウボウ科 セミホウボウ
7 ギンアナゴ 48 スズキ科 スズキ
8 ニセツマグロアナゴ★ 49 イシナギ科 オオクチイシナギ★
9 カタクチイワシ科 カタクチイワシ 50 ホタルジャコ科 スミクイウオ
10 ネズミギス科 ネズミギス 51 ワキヤハタ
11 ニギス科 ニギス 52 ハタ科 ヒメコダイ
12 シャチブリ科 タナベシャチブリ★ 53 テンジクダイ科 ネンブツダイ
13 エソ科 オキエソ 54 テンジクダイ
14 スナエソ 55 アジ科 アイブリ
15 チョウチョウエソ 56 マアジ
16 アオメエソ科 アオメエソ 57 カイワリ
17 チゴダラ科 エゾイソアイナメ 58 ヒイラギ科 ヒイラギ
18 ソコダラ科 ヤリヒゲ 59 オキヒイラギ
19 アシロ科 ヨロイイタチウオ 60 イサキ科 イサキ
20 アンコウ科 キアンコウ 61 コロダイ
21 カエルアンコウ科 カエルアンコウ 62 キス科 シロギス
22 フサアンコウ科 ミドリフサアンコウ 63 ヒメジ科 ヒメジ
23 アカグツ科 アカグツ 64 チョウチョウウオ科 ムレハタタテダイ★
24 マトウダイ科 カガミダイ 65 アカタチ科 スミツキアカタチ
25 マトウダイ 66 イシダイ科 イシダイ
26 サギフエ科 サギフエ 67 カゴカキダイ科 カゴカキダイ
27 ダイコクサギフエ *2 68 ベラ科 イラ
28 ヨウジウオ科 ヨウジウオ 69 イトベラ
29 ヒフキヨウジ 70 カジカ科 アナハゼ
30 サンゴタツ 71 ニシキギンポ科 ギンポ
31 メバル科 シロメバル 72 トラギス科 トラギス
32 フサカサゴ科 アカカサゴ 73 マトウトラギス
33 ヒメヤマノカミ★ 74 アカトラギス
34 ハチ科 ハチ 75 クラカケトラギス
35 オニオコゼ科 ヤセオコゼ★ 76 ホカケトラギス科 イバラトラギス★
36 ハオコゼ科 ハオコゼ 77 ナミアイトラギス★
37 イボオコゼ科 アブオコゼ 78 ベラギンポ科 クロエリギンポ
38 ホウボウ科 ホウボウ 79 ワニギス科 ワニギス
39 トゲカナガシラ 80 イカナゴ科 タイワンイカナゴ★
40 カナド 81 ミシマオコゼ科 ミシマオコゼ






























































頭と体に白色点が並ぶ。ギンアナゴは体側 銀白色の帯があり背鰭と臀鰭が黒い。ギンアナゴには、よく似たニセギンアナゴがおり、側線（魚 体にある感覚器官）をよく観察しないと区別できないため、ここでは市場などに並んでいるもの ついてはギンアナゴ類と呼ぶ。ギンアナゴ類は、全国ではあまり一般的では いが、三河湾の市場で 開いたものや干物にされたもの よく売られている。
少々ややこしいことに、三河湾の市場ではマアナゴを「めじろ」 呼び、ギンアナゴ類を「あ















でメイタガレイがいるが、右体側の鱗の形と模様、側線 形などで区別できる。市場にはメイタガレイもナガレメ タガレイもよく並んでいる 「肥え」 調査で ナガレメイタガレイ みが出現していた。
漁師たちは、ナガ メイタガレイとメイタガレイについて、湾内で獲れるものと遠州灘でとれ
るものは味が違うので、湾内のものがメイタガレイ、遠州灘のものがナガレメイタガレイではないかと考えているよ である。さすが、漁師の目線は鋭く、味と漁場で魚を識別することの重要性を教えてくれる。当然、ナガレメ タガレイとメイガガレイでは 味も異なるが、生息場所が異なっても不思議ではない。伊勢湾で操業して るまめ板網 船が多い漁港ではメイタガレイが多いことから 、漁師の認識はあながち間違って ないように思われる。
漁港に通うだけで多様な魚種に会えるのは、 三河湾周辺が高い多様性を持っているからである。


























































































は、その土地の気候風土や歴史が色濃く表れる。食の多様性は日本の自然と文化の多様性をまさに映し出す。日本は、南北に長い弓状列島で亜寒帯～亜熱帯までの気候が分布しており、北海道、太平洋側、日本海側、内陸部、南西諸島等の各地域で気候・風土を反映した農業、漁業等の一次産業が根付いている。こ 一次産業 密接に結びついた多様な食こそが、守り伝えるべき文化としての食なのである。読者の皆さんも、食卓に上った郷土料理が在りし日の記憶の中に埋もれていることだろう。 ここでは、 幡豆の家庭 おける郷土料理を通じて、 海と人の関わりを見てみたい。
記憶の中の食卓
二〇一三年に和食（日本食）が無形世界遺産に登録され、世界的な和食ブームが到来している

































































































































































































豆では、春先から夏にかけて水揚げされる。水深の浅く広大な干潟を有する幡豆地先は、 真夏には水温がぬるま湯くらい （三〇度ほど）まで上昇する。また 冬 、放射冷却で手がしびれるくらい（五度ほど）冷たくなり、 季と冬季で水温差が非常に大きい。水温の緩む（上昇する）春から が始まるモガレイの料理は、まさに春を告げる料理といえ、広大な干潟、アマモ場で沢山の餌を食べて育ったモガレイは格別の味であるといわれている。
春を告げる料理として忘れてはならないのが、幡豆アサリを
































































美味しいままであるが、観光や行楽の多様化や自動車の普及が、大きな影響をもたらしているようである。マイカーが夢であったころは、行楽の移動手段は主に鉄道やバスであった。 間もかかり、名古屋や大阪近辺から幡豆に海水浴に来たら、日帰りというわけには かなかっ だろう。しかし、マイカーの普及や高速道路の発展は、気軽 行楽を可能 し、幡豆の海での潮干狩りや海水浴は、日帰りで楽しむものとなった 今で 名古屋からなら一時間 近畿圏から も二時間半程度で来ることが きる。また、この車へ シフトは、うさぎ島や猿が島の観光開発を行っていた名鉄の経営を圧迫し、平成九（一九九七）年に 前島・沖島の観光事業から撤退してしまった。この名鉄の観光事業から 撤退は、 なり急な とであっ ようで、変化に対応できない多くの旅館や民宿がこの時期以降に店をた んでいる
民宿としての鈴喜館もこの時期経営は厳しかったのではないかと思われるが、主館の大広間が
あることなどから、スポーツ関係の団体や忘年会・新年会などの依頼が支えと ったようである。また、アサリやマテガイの潮干狩り客 三ヶ根山に飛来する蝶（アサギマダラ）の愛好家団体といった多様な人々も、リピーターとして重要な顧客となってい 。最近では干潟を使った環境学習の参加者やトンボロ干潟や幡豆 自然と社会を研究する東海大学海洋学部の実習時 定宿として、地域の自然の大切さを宣伝する役目も果た ている。
4　社会と文化
最後に、本節を書くに当たっては、鈴喜館のご主人や女将さんから、たくさんの情報と資料を


















を始めた。図書館で読み聞かせの活動をしていた女性たち（後の「しは 民話サークル」のメンバー）は、集められた民話を年に一話のペースで紙芝居に仕立てていった。しかし、集まってくる民話の数 多く、紙芝居では追い付かない。そこ これらの民話を本にまとめられないか、ということになった。幡豆町教育委員会に問い合わせたところ、幡豆の民話に関する本はなく出版の予定もない、ということであったため、読み聞かせのメンバーたちは幡豆の民話の本を作りたいと掛け合い、平成三年度愛知県地方振興事業補助金 交付を受けて、平成四（一九九二）年には三〇の民話を集録した『はずの民話』が出版された（ 「はずの民話」編集委員会『はずの民話』幡豆町教育委員会、一九九二年） 。本の反響は思いのほか大きく、まだ ういう民話がある、この民話も本にしてほし というたくさん 情報が住民から寄せられた。
一冊目の出版がかなった後、 読み聞かせのメンバーは 「しはと民話サークル」 を立ち上げた。 「し
はと」とは、幡豆地域 昔の呼び名であり、 「磯泊」 「波止」といった字が当 られている。サークルでは、一冊目に載せきれなかった民話 二冊目の本にまとめるために活動を開始した。平成
4　社会と文化



















































































































































時もあれば、大学の同僚や学生と連れだってきたこともあるが、いつも同じ民宿にお世話になっている。東幡豆漁協でいただいた採れたてのトリガイをおいしく調理してくれたのも、この宿の板さんである。この民宿のご主人は父の代から幡豆石の海運業 営み、民宿は現在 奥さんと娘さん、住み込みの板さんら 三人で切り盛りしている。　
宿の前には幡豆の海が広がっている。最近では
日曜日の昼に閑散とした浜 沖でかすかに水上バイクのエンジン音が聞こえ のみで る。この静かな海もかつては多く 観光客で賑わった。戦前から「観光地幡豆」を標榜したこの地は、鉄道の便も手伝って多くの観光客であふれて た。沖に浮かぶ二つの島にはウサギとサルが放 れ「海上動物園」の賑わいをみせた。島 渡る定期観光船は一年中お客を運んでいたという。その最盛期
昭和五四（一九七九年）に、この民宿はできた。往時には、この民宿の並び 同業 宿が五軒、飲食を提供する店が六軒あった。潮干狩りのできる三月から五月と忘年会のかき入れ時以外でも年を通じて客足が途絶えることはなかったという。この宿には、岐阜県の飛騨や長野 ら多くの観光客があった。東幡豆の港湾改修工事などで、一 、海水浴客の足が遠のくも の 日帰り観光を可能にしたマイカー客の増大と平成九（一九 ）の名鉄による観光資本の引き上げ 影響で宿泊観光客は減り、現在は、民宿二軒を残 のみとなっている。　
宿の夕食時に一階の大きな長テーブル（一二人





ルに昨夜のお顔がみえる。宿のモーニングを食べに来たのだという。五年ほど前から、宿の出入り客を増やしたいという板さんの発案で始めたサービスである。挽き立てのコーヒーに 厚切りのトースト、スクランブルエッグ、山盛りのサラダで三三〇円。コーヒー単品でも三三〇円（それにもお菓子が付く！） 。過剰なサービスでつとに有名な名古屋のモーニングであるが、高井（二〇一四）によれば、サービ の元祖を自称する地域 愛知県内に二つあるという。一つが尾張地方 一宮あり、そして う一つ 三河地方の豊橋であるという。 「ここは愛知県だし（笑） 」というご主人の言葉にもあるように、この宿のサービ なかにもそんなモーニングの文化が息づいている。客中には「安くて（お店に）悪い」といって週 一度しか食べに来ない者もいると い、 「これもこの地区の人柄を表すエピソードだね」と って板さんが笑う。　
八時半を回ると、客がちらほらやってくる。あ
るとき宿の入り口付近のテーブル 隅に腰掛けてモーニングをいただいていると女将さんに席を移ってくれるように頼まれた。入り口には、台車の付いた買い物袋 引いた老婦人 姿がみえる。そこが、足の不自由な彼女の指定席であるという。宿の長テーブルのどこに誰が座るかはおおよそ決まっている。　
客がやってくるとめいめいその指定席に座り、









という。なかでも女性の独居老人が多い。昨年からチケットでのサービスを始めた。一一枚綴り三三〇〇円で、通常料金のモーニング一食分がタダになる計算である。今年は敬老の日に店のサービスとして売り出したところ大変好評であったという。購入された はカウンター 壁 ピン止めされ並ぶ。　
八〇代の女性客は「 （この場所は）落ち着く」と











高井尚之 （二〇一四） カフェと日本人。 講談社現代新書。
コラム　民宿でつながる地域社会
席番 時間 性別（年齢） 注文内容 会話グループ 備考
⑥ 8:20 － 8:38 男性（55） モーニング ⑥板さん
⑨ 8:30 － 8:55 男性（60） コーヒー ⑨⑥
③ 8:35 － n.d. 男性（60） モーニング ③⑥⑨
⑤ 8:40 － 9:45 男性（65） コーヒー ⑤③⑨
⑩ 9:05 － 10:21 男性（60） モーニング ③⑤⑨⑩
⑨ 9:05 － 10:21 男性（60） モーニング ③⑤⑨⑩
座敷 9:07 － 10:27 女性（70） モーニング
座敷 9:07 － 10:27 女性（70） モーニング
⑫ 9:10 － 9:41 男性（60） モーニング ⑫③⑤⑨⑩⑥
⑥ 9:10 － 9:41 男性（55） モーニング ⑥③⑤⑨⑩⑫ ⑫の支払い
② 9:35 － 男性（65） ビール
⑫ 9:41 － n.d. 男性（60） － 8:30 の男性
⑥ 9:55 － n.d. 男性（80） モーニング ⑥板さん
⑧ 9:58 － 男性（45） 焼酎 ②⑧⑥
⑤ 10:05 － 男性（75） モーニング ⑤③⑨⑩⑪⑫
③ 10:30 － 10:59 男性（n.d.） モーニング ③⑩⑤
⑩ 10:30 － 10:59 女性（n.d.） モーニング ⑩③⑤
⑤ 10:52 － 女性（65） モーニング ⑤⑥⑫ 10:05 が④に
⑥ 10:52 － 女性（65） モーニング ⑥⑤⑫
⑫ 10:52 － 女性（65） モーニング ⑫⑤⑥ ⑤の支払い
備考：席番号は入り口から⑫～⑦、⑥～①に並ぶ
　　：年齢は調査者の主観による
　　：n.d. は nodata（記録なし）を意味する
表 1　長テーブルを中心とした会話グループの変化（8:20-11:00）
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